
 

令和 7 年度 長寿の里･南濃 事業報告 

 

【令和7年度重点目標】 

・ ご利用者本位のサービス提供を確立するため、事業所間の連携強化に努め、 

効率的かつ合理的で持続可能な施設運営体制の構築に努める。 

・ 職員の資質向上のため、eラーニング等の様々な手法を活用しながら、 

職員研修の充実化を図るとともに、自己研鑽に励むことのできる環境づくりに努める。 

・ 大規模災害を想定した防災思想の普及や災害訓練の実施など、 

職員の防災意識の高揚を図る。 

 

【各部門事業実績】 

 

特別養護老人ホーム 令和7年度年間稼働率・・・95.9％ 

１． 地域との連携強化、および地域貢献活動 

・ご利用者、ご家族が共に参加する秋祭りを、地域ボランティア協力のもと開催できた。  

また、地元主催の行事へ積極的に参加し、福祉サービス全般の周知活動ができた。 

・大規模災害を想定した訓練を研修として行い、職員の災害に対する意識向上に繋げた。 

２． 心身の健康が保たれた生活の継続 

・機能訓練指導員の評価をもとに、ご利用者の日常生活動作の維持、向上を目指した生活

リハビリや、介護予防集団体操を実施できた。 

・事故防止委員会を中心に事故内容を検証し、再発防止の徹底が図れるよう、職員会議を 

活用した研修を行った。 

３． 人材育成と定着に向けた環境整備 

・職員会議内研修の一部を改め、外部講師による研修を行うことで、新たな知識習得が  

できた。 

・(一部)ICT 機器の見守りセンサーを導入したことで、ご利用者の生活リズムの把握が可能と

なり、その情報を職員間で共有し、ケアの質向上に繋げた。 

４． 安定的運営基盤の確保 

・ご利用者の重度化に伴い、(入院時)期間が長期化することがあったが、施設内の各事業所

一体となり、稼働率の維持向上に努めた。 

 

ショートステイ 令和7年度年間稼働率・・・85.6％ 

１． 安心安全なサービスの継続的提供 

・ご利用者とともに季節感のある作品作りや、食に関するレクリエーションを行うことで、   

ご利用者やご家族からご好評をいただいた。 

・ご利用者の状況を多職種間で情報共有し、状態変化に合わせた対応を行うことで、    



ご利用者一人ひとりに対して必要な支援ができた。 

２． ご家族や事業所との連携強化 

・医務看護職員と連携し、ご利用者の疾病や服薬について状態変化を共有しながら適切に

対応することで、ご利用者の自宅での生活を意識した支援ができた。 

・利用状況を都度ご家族や担当ケアマネジャーと共有し、在宅生活が継続できるよう    

支援した。 

３． 安定的運営基盤の確保 

・医療依存度の高いご利用者や認知症状の強いご利用者など、対応を工夫しながら利用 

調整を行った。 

 

デイサービス 令和7年度年間稼働率・・・67.4％ 

１． ご利用者ニーズへの対応 

・一日を通じて、手作業や体操、レクリエーションに加え作品作りなどご利用者の趣味活動を

含め、好みや能力に応じた活動を提供できた。 

・利用状況を職員間で情報共有し、ご利用者がやりたい事、やれる事を見つけ個別性の  

高いサービスに繋げた。 

２． 魅力ある施設への取り組み     

・接遇を意識して丁寧な対応に努めたが、業務が集中している時間帯やご利用者の状況に

より、ゆとりのない対応となることがあった。 

・感染症予防対策として、送迎時の体調確認や検温を徹底し、危機感を持って対応できた。 

３． 安定的運営基盤の確保 

・ご利用者やご家族のニーズに合わせて、医療依存度や介護度の高いご利用者や個別時間

対応にも柔軟に対応した。 

 

居宅介護支援事業所 

１． ご利用者の様々な状況と想いに対し、その理由や背景に着目してアセスメントを行い、  

生活意欲を引き出すことに努めた。 

地域全体のニーズを汲み取りながら、ご利用者やご家族個別のニーズにも寄り添い、   

フォーマル・インフォーマルを含めた社会資源を提案できるよう支援した。 

２． 困難事例において住み慣れた地域で安心して過ごせるよう、地域包括支援センターや  

他事業所と連携し、地域の高齢者の生活支援を行うことができた。 

 

訪問介護 

１. 在宅生活重視の観点から、ご利用者の個々のニーズに応じて福祉関係、医療関係等との

連携調整を図り、きめ細かい対応を心がけ、住み慣れた地域での自立した生活に向けて

支援を行った。 

２. 社会の動きや制度の理解、介護に必要な最新情報などを共有し、現場で適切に対応   

できる知識や技術の習得に努めた。 


